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システム紹介　No.1

1600m3音響試験設備 E
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ental Test Technology U
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音響試犬　

「宇宙開発」と言えば、みなさん、ロケット や人工衛星
を思い浮かべると思います。

しかし !!!　今日紹介するのは ...

ロケットや人工衛星の活躍を支えている

なくてはならない存在

はじめに

ドドン
!!!

この「環境試験」、そう、「環境試　　」
について紹介します。

なぜなくてはならないのか？　とくとご覧ください！

うちゅうかいはつ じんこうえいせい

かんきょうしけん かんきょうし
けん
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※分離…切り離し

フェアリング

フェアリングの中に
人工衛星を搭載

太陽電池パドル

システム紹介　No.2

大型振動試験設備 E
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大型振動試犬

「環境試“験”」ってな～に？

うちゅうき

かんきょうしけん

ロケットや人工衛星などの宇宙機 は、下の絵のように、「打上げ」から始まり、

「宇宙に到達してから」も、様々なきびしい環境にさらされます。
かんきょうしけん

環境試験 とは、宇宙機がさらされる、これらのきびしい環境を地上で作り

だして、宇宙機が壊れないかを確かめる試験のことです。

この環境試験に合格して初めて宇宙へ行くことができます。

運用開始

●質量特性測定設備
●アライメント測定設備

●電波試験設備
●磁気試験設備
●電磁適合特性（EMC）試験設備

●熱真空試験設備

●大型分離衝撃試験設備

●大型振動試験設備　●小型振動試験設備

●1600㎥音響試験設備

●旋回腕型加速度試験設備

太陽電池パドル・
アンテナ展開

第 2段エンジン燃焼開始

第 1段・第 2段
ロケット分離

衛星フェアリング
分離

固体燃料
ロケット分離

打上げ

衛星分離

各環境試験に用いる設備
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小型振動試験設備 E
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小型振動試犬

環境試験設備の説明役、

「環境試“犬”」の紹介
せつび

かんきょうしけんせつび

かんきょうしけんせつび

かんきょうしけん

かんきょうし
けん

けん

かんきょう
し

JAXAは、環境試験を行うために、様々な設備 を使って、宇宙機の試験を行っ

ています。

これらの環境試験設備 について、

その名も、「環境試　　」に説明してもらいましょう。

環境試犬のみんな、準備はいいかい？　それじゃあ、みんな !よろしく!!!

ぼくら

環境試　　に
おま
かせあれだワン！！
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旋回腕型加速度試験設備 E
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旋
回

腕
型加速度試

験

設
備

1600m3 音響試験設備
1600りっぽうメートルおんきょうしけんせつび

ロケットが打ち上がる時や、宇宙に向かって飛んで

いく間はとても大きな音が発生するのだけれど、そ

れらによってロケットに搭載されている宇宙機が壊

れてしまったら大変だよな！

この１６００㎥音響試験設備では、ロケットの発射時

や、飛行中のフェアリング（人工衛星等、宇宙機が

しまってある、ロケットの頭の部分のカバー）の中

の音を再現して、宇宙機がロケット打上げ時の環境

に耐えられるかどうか試験をするんだぜ！
音響試犬

ロケット発射時の音

ロケット飛行中の
フェアリング内部の音

ちなみにこの設備で出せる音は
最大で　151dB　だ！
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試験 151dB

音響試験設備
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大型分離衝撃試験設備 E
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衝撃試犬

大型振動試験設備
おおがたしんどうしけんせつび

小型振動試験設備
こがたしんどうしけんせつび

ロケットが打ち上がる時、音だけではなく振動も発生す

るんだ。宇宙機がこの振動に耐えられるかどうかあらか

じめこの設備を使って確かめるよ。

この試験の振動に耐えられたら、実際の打上げでも大丈

夫 !ということなんだ。

この設備には人工衛星など大型の宇宙機を乗せることが

できるんだ。最大で 8000kg※ もの重さの宇宙機を振動

させることができるんだよ。
大型振動試犬

大型振動試験設備

小型振動試験設備

この設備では主に中・小型宇宙機や宇宙機の部品の試

験をしてるんだ。

たとえば、人工衛星に搭載する光学センサ（望遠鏡やカ

メラみたいなもの）などを試験するよ。

8000kgの例

アフリカゾウ 1頭

光学航法カメラ

中間赤外カメラ

カメラ搭載例（はやぶさ 2）

小型振動試犬
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熱真空試犬

減 速加 速

旋回腕型加速度試験設備
せんかいわんがたかそくどしけんせつび

旋回腕型加速度試験設備

大型分離衝撃試験設備
おおがたぶんりしょうげきしけんせつび

衝撃試犬衝撃試犬

旋回ワン旋回ワン

宇宙機はとても強い力でロケットとつながっている

んだが、ロケットと切り離す時、それらのつながりを

火薬による爆発反応を用いた

仕組み(火工品)で切っているぜ。

ここでは火工品動作時に宇宙機が受ける衝撃 の

影響について確かめているぜ。

かそくど えいきょう

みんなは加速度の影響とはどんなものか
知っているかい？例えばだけど自動車が急発進し

た時や急ブレーキをかけた時に、身体に力が加わ

るよね？それが加速度の影響だよ。

ロケットの飛行中に受けるすさまじい

加速度（力）の影響に宇宙機が耐えら

れるかどうかをこの設備で確認してい

るんだ。設備に宇宙機を取り付けても

のすごく速く回すことでロケット飛行

時の加速度環境を再現しているよ！

しょうげき

かやく ばくはつはんのう

しく

もち

かこうひん

加速
度

分離前 分離後

分離部分
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電波試犬

熱真空試験設備

1mφスペースチャンバ 6mφ放射計スペースチャンバ

8mφスペースチャンバ 13mφスペースチャンバ

ねつしんくうしけんせつび

筑波宇宙センター内で最年長の
スペースチャンバ

日本唯一の大型宇宙機試験用の
スペースチャンバ

筑波宇宙センター内で最小のスペー
スチャンバ（５０ｃｍ立方の超小型衛
星や部品の試験を行う）

筑波宇宙センター内で最も高清浄度
のスペースチャンバ

宇宙空間は「空気がない」、太陽光が当たらないところ

では「ものすごく寒い」、太陽光に当たるところでは、「と

ても熱い」 、といった、とっても厳しい環境なんだ・・・。

でも！そんな環境

でも宇宙機たちが

正常に動くかどう

か確かめるのが、

これら、熱真空試犬熱真空試犬

スペースチャンバだ！！

日向
約１００℃

太陽

日陰
マイナス約 2００℃
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電波第 2試験設備 E
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電波試犬

電波第 1試験設備

電波第 2試験設備

電波試験設備
でんぱしけんせつび

宇宙機は電波っていう目に見えない透明な波に情報をの

せて地上のアンテナとやり取りしているんだ。

この設備では、これから宇宙へ行く宇宙機に搭載される

アンテナの電波試験を行うんだ。

宇宙と地上との電波の送受信を摸擬するためには、下に示す２つの方法があるよ。

コンパクトレンジ（白い
トゲトゲの板）に向けて電波を送信

し、そのコンパクトレンジが反射し

た電波をアンテナに受信させること

で、宇宙と地上における電波の送受

信環境を再現しているよ。

電波吸収体（部屋に設置さ

れているたくさんのトゲトゲ）は、不

要な電波の反射を防いでいるんだ。

移動型の電波測定塔に取り

付けられたアンテナから

第２無反射室に向けて電波

を送信し、それを第２無反射室内に

設置されたアンテナに受信させるこ

とでこの設備も同様に宇宙と地上に

おける電波の送受信環境を再現して

いるんだ。

電波試犬電波試犬

でんぱきゅうしゅうたい

でんぱそくていとう

だいにむはんしゃしつ

さいちょう

電波測定塔

第２無反射室

アンテナ間の距離は最長で450m 離すことができるよ。



磁気試験設備
じきしけんせつび

電磁適合特性（EMC）試験設備
でんじてきごうせいとくせい（いーえむしー）しけんせつび

磁気試犬

宇宙機には電気で動く装置がいっぱい入ってい

るの。  これらの装置を動かそうとすると、ノイ

ズという「電気機器の動作をさまたげる余計な

電気信号」が発生してしまうの。  

それぞれの装置が出すノイズが他の装置に影響

を与えないかどうかやその影響に耐えられるか

どうかを確かめるのよ。ふふふ。

EMC試犬

地球の磁石の影響を受ける

S

N

電磁適合特性（EMC）試験設備

磁気試験設備

システム紹介　No.9

磁気試験設備 E
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磁気試犬

磁石の性質って、磁石同士で引きつけ合ったり、反発しあっ

たり、とっても不思議だよね。

実は地球も人工衛星も磁石の性質を持っていて、地球の

磁石の性質（磁場）が地球の周りを回っている人工衛星の

磁石の性質（磁気）に影響をもたらして、人工衛星の姿

勢を変えてしまうんだ。

この設備では人工衛星の姿勢が乱れるのを抑えられるよう

に、あらかじめ人工衛星がもつ磁石の性質を調べるよ。

ノイズ

ノイズ

ノイズ
（例）ロケット



アライメント試犬

質量特性測定設備
しつりょうとくせいそくていせつび

質特試犬

アライメント測定設備
あらいめんとそくていせつび

宇宙機に取り付けるセンサやアンテナなどの角度・

位置を確かめている設備だよ。

宇宙機が地球を周回している間、地上から電波でコン

トロールしているのだけど、もし少しでも設計通りに

なっていなかったら、地上からの信号がずれてしまっ

て、ロケットや人工衛星をコントロールできなくなって

しまう。それを防ぐためにも大事な試験の一つなんだ。

かくど

いち

宇宙機

この望遠鏡みたいなもの
をのぞきながら、人工衛
星を回して角度・位置情
報を読み取ってるよ。

★

測定のための準備作業の様子➡

供試体

質量特性測定設備
の一部

質量測定装置

質量特性測定装置

システム紹介　No.10

電磁適合特性（EMC）試験設備 E
nv

iro
nm

ental Test Technology U
nit

EM C 試犬

この設備は、質量や重心位置などを測定する

設備でごわす。

大きな宇宙機の重さを、ぶら

下げて測定することができ、

しかも6500kgもの重さまで

測定できるでごわす！！

しつりょう じゅうしんいち

宇宙機を正しい姿勢で地球を周回させるために

は重心を調べておくことが大切でごわす。

重心っていうのは、もののバランスが取れる点

のことでごわす。

この設備では、宇宙機を回転させることで、重

心を見つけることができるでごわす！



かんきょうしけん うちゅうかいはつ

終わりに、

 環境試験技術ユニットの紹介

お

かんきょうしけんぎじゅつ しょうかい

環境試験技術ユニットでは、以下のことを業務として行っています。

①環境試験設備の保全（つまり、環境試犬のお世話）

宇宙機の環境試験をきちんと実施できる

ように、試験設備のメンテナンス：保全（維

持／改善）を行っています。

②試験の有効性検討・研究開発
　（つまり、環境試犬が効率よく働けるような指示を考え与える）

宇宙機に実施する環境試験は、環境試験

標準というルールブックによって条件が

決まっています。そのルールをより効率

よく（低コスト化、短縮化）するための、

研究開発を行っています。

かんきょうしけんせつび ほぜん かんきょうしけん

かんきょうしけん こうりつ はたら しじ かんが あた

しけん ゆうこうせいけんとう けんきゅうかいはつ

せわ

本企画で環境試験について初めて知ったという人は多

いかもしれません。ですが、環境試験なくして宇宙開

発はありえません。

「環境試験あってこその宇宙開発｣である
ことを分かっていただけたら嬉しいです。

システム紹介　No.11 システム紹介　No.12

質量特性
測定設備

アライメント
測定設備

E
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ア
ライメント試

犬

E
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nit

室特試犬

最後に、
僕ら環境試犬のお世話をしてくれている、
JAXA環境試験技術ユニットの紹介をするよ。



平成（年） 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

イカロス

あかり

平成（年）

「環境試験」／打上げ年月

だいち

いぶき

しずく

こだま

きずな

きく8号

みちびき

きらり

つばさ

マイクロ
ラブサット

小型実証衛星１型

きぼう（日本実験棟）
ロボットアーム（JEMRMS）

こうのとり

HTV搭載導電性
テザー実証実験

かぐや

はやぶさ 2

はやぶさ

あかつき

ひさき

あらせ

USERS
（再突入実験）

H-IIAロケット

H-IIAロケット
高度化

イプシロンロケット

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

「環境試験｣巣立った宇宙機たち

地球観測・通信・測位　　技術実証　　有人・宇宙環境利用　　宇宙科学研究・月惑星探査　　輸送

▲H18年1月打上げ

▲H21年1月打上げ

▲H24年5月打上げ

▲H18年12月打上げ

▲H18年12月打上げ

▲H20年2月打上げ

▲H22年9月打上げ

▲H17年8月打上げ

▲H14年2月打上げ

▲H14年12月打上げ

▲H21年1月打上げ

▲H20年3月・6月打上げ

▲H21年7月打上げ

▲H21年9月打上げ

▲H19年9月打上げ

▲H15年5月打上げ

▲H22年5月打上げ

▲H22年5月打上げ

H26年12月打上げ▲

▲H18年2月打上げ

▲H14年9月打上げ

▲H13年8月打上げ

1号機

2号機

▲H25年9月打上げ

▲H25年9月打上げ

1号機

２号機

３号機

▲H23年1月打上げ

▲H24年7月打上げ

▲
H28年12月打上げ

H28年12月打上げ▲

H27年11月打上げ▲

H28年12月打上げ▲




